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男子第 62 回女子第 61 回 
西日本学生バスケットボール選手権大会 

 

競 技 規 則 及 び 注 意 事 項 

 
1.競 技 方 法   トーナメント方式（但し 3 位決定戦を行う） 
2.競 技 規 則   現行の「日本バスケットボール協会競技規則」を適用する。 
3.組み合わ せ  ・組み合わせ抽選は、主管学連である関西学生バスケットボール連盟、関西女子学生バスケッ

トボール連盟（以下、主管学連とする）の責任抽選とする。 
4.エントリ ー  ・スタッフのエントリーは、部長 1 名、監督 1 名、コーチ 1 名、主務 1 名、トレーナー、アシ

スタントコーチの 7 名以内とする。但し、スタッフの名称は部長、主務以外は各チームによ

って変更も可能である。また、部長が監督を兼任している場合は 1 名と数える。 
         ・選手の大会エントリーは、18 名以内とし、選手のゲームエントリーも、同じ 18 名以内とす

る。 
・その他は全日本大学バスケットボール連盟の規約に準ずる。 
・エントリーの追加･変更は、平成２4 年４月２7 日（金）必着まで認める。それ以降の追加・

変更は一切認めない。 
※関西学生バスケットボール連盟総会、代表者会議での追加･変更は一切認めない。 

5.ユニフォーム  ・ユニフォームは、組み合わせ番号の小さいチームが淡色、大きいチームが濃色を着用する。

また、全員が自チームのユニフォームで同じ色形のものとする。   
         （ゼッケンの使用・テーピング等での加工は認めない） 
         ・エントリー番号は 1～99、及び 0 または 00 番とする。（同一チーム内で 0 番と 00 番は同時

にエントリーすることを認めない） 
・指定された番号以外のユニフォームを着て試合に出場することは認めない。 

                     ※出場した場合は、試合終了後に競技部長の判断の元で処分を下す。 

・ユニフォームの下に T シャツを着用することは認められない。 
・ユニフォームのシャツやパンツからはみ出ないアンダーウェアについては特に禁止されず、

はみ出さない部分に関しては色も規定されない。そのためユニフォームと同様の色でなくて

もよい。但し、静止状態でユニフォームからはみ出しているものは認めない。 
・ユニフォームのシャツからはみ出してしまうサポーター類など(パワーサポーター・パワー

スリーヴなど)は着用してもよいが、白色のユニフォ－ム時は白色を着用、濃色のユニフォ

ームの時は原則同色とする。 
・テーピングを施した部位がユニフォームのシャツやパンツからはみ出してしまっている場合

は、それぞれユニフォームと同様の色のサポーターを用いて覆っておくことが望ましいが、

必ずしもその部位を覆わなくてもよく、テーピング等の色もユニフォームと同色でなくても

よい。 
・膝・足首・肩などの固定用サポーターに関しても、ユニフォームと同様の色のものであるこ

とが望ましいが、必ずしもユニフォームと同様の色のものでなくてもよい。 


